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福岡市教育委員会 7 1 4 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 8 23
北九州市教育委員会 2 1 2 1 1 1 2 1 0 3 2 0 0 0 8 24
福岡教育事務所 8 5 8 1 1 1 1 1 0 1 3 2 1 6 8 47
北筑後教育事務所 3 1 1 0 0 0 0 1 0 1 1 1 0 0 8 17
筑豊教育事務所 2 1 4 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 10 21
南筑後教育事務所 2 0 2 1 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 7 15
京築教育事務所 6 0 2 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 5 15
北九州教育事務所 2 1 2 1 1 0 2 1 0 3 2 1 0 0 8 24
各教科・領域の合計 32 10 25 5 5 4 5 4 1 9 11 6 1 6 62 186
※複数の教科・領域を研究している学校があるため発表会の校数（図1）と教科の合計数が異なる箇所あり
図1 平成27年度 教育事務所管内別研究発表会実施件数（全体）

























































































































































































































































1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目
①教材分析の仕方について 2人 3人 2人 49人 17人 16人 10人 9人 3人
②指導案作りについて 9人 2人 5人 61人 23人 27人 16人 11人 10人
③児童観の書き方について 7人 3人 2人 34人 18人 16人 9人 7人 4人
④教材観の書き方について 6人 0人 1人 39人 16人 15人 10人 7人 4人
⑤指導観の書き方について 5人 3人 4人 38人 17人 16人 10人 8人 4人
⑥配時計画について 3人 3人 5人 29人 13人 13人 10人 6人 5人
⑦学習過程の書き方について 5人 1人 2人 31人 17人 18人 7人 5人 5人






1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目
①教師の口調について 17人 11人 12人 46人 23人 15人 6人 5人 2人
②具体的な指導言について 11人 5人 10人 57人 22人 28人 19人 30人 10人
③授業のイメージ化について 18人 6人 12人 39人 24人 12人 3人 5人 8人
④黒板の字について 14人 8人 11人 22人 19人 11人 28人 24人 9人
⑤児童への支援や手だてについて 9人 5人 7人 37人 23人 28人 42人 30人 12人
⑥構造的な板書について 5人 12人 7人 39人 28人 22人 14人 25人 13人
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